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Visual Studio.NET/.NET Framework関連ツール新製品レビュー

はじめに

従来、コンピュータ上で空間情報を

扱う地図応用ソフトは統一的なデータ

フォーマットがなく、それぞれのGIS

（Geographic Information Systems）エ

ンジンが扱うデータの形式はシステム

によって異なっていました。緯度、経

度そして標高といった明確な基準をも

つ対象を扱うにもかかわらず、そのデ

ータの表現方法や処理方法は、独自仕

様が乱立しているのが現状です。

しかし、インターネットの普及に伴

ない、世間の流れはグローバル化、オ

ープン化、そしてスタンダード化に向

かっています。異なるシステム間での

データ交換手法としてXMLが主流とな

りつつあり、最近では多くのアプリケ

ーションがXMLに対応しています。

空間情報を扱うGISも例外ではあり

ません。1994年にISO［注1］は、地理情

報の標準化に関する専門委員会「ISO/

TC211」を発足しました。これに合わ

せて、国内でも産官学が一体となった

地理情報の標準化の取り組みが始まり

ました。

国内では、1998年に空間データ表現

のためのXML文章のフォーマット「G-

XML」を基本に、空間情報標準化のた

めの「G-XMLプロジェクト」が始動し

ています。政府では、GISの普及のた

めの長期計画を1996年に打ち出してい

ますが、GIS利用のための基盤環境整

備の具体的な取り組み計画として、本

年2月に「GISアクションプログラム

2002-2005」を決定しました。この中で

は、国や地方公共団体が率先してGIS

を活用してゆくこと、国際標準として

G-XMLを提案してゆくことなどが定め

られています。

一方、海外に目を向けると、アメリ

カの民間非営利団体OGC（Open GIS

Consortium）が、米軍の開発した空間

データの相互利用技術を民間転用して

発展させた「GML」という規格が存在

しています。現状ではG-XMLとGML

との間に互換性はありません。国際的

に見るとダブルスタンダードの状況に

なっています。国際標準化（ISO規格

化）を目指し、現在G-XML/GML国際

統合版への調整と開発が進められてい

ます。

国土地理院のWebサイトには、XML

形式の空間データ基盤サンプルデータ

とビューアが試験的に公開されていま

す。データ量が膨大となる地図を、テ

キストベースであるXMLによって実用

的に処理するためには、解決すべき技

術上の課題が数多く残されているよう

です。

応用範囲が広いGISで扱うデータが

共通フォーマットをもつことは、大変

意義深いことです。既存のGISアプリ

ケーションの対応も含めて、電子地図

の今後の動向に注目してゆく必要があ

るでしょう。

以上のように大きな流れの中にある

GIS開発ツールのうち、今回ご紹介す

るのは地図アプリケーション開発キッ

トProAtlas XDです。

ProAtlas XDについて

ProAtlas XDは、その名のとおり、地

図出版の老舗である株式会社アルプス

社が発売している電子地図プロアトラ

スシリーズに準拠した、地図応用アプ

リケーションのための開発キットです。

本誌2000年5月号のこのコーナーで

紹介した「ProAtlas開発キット」の上

位製品にあたり、主な特徴には表1の

ようなものがあります。ProAtlas開発

キットと比較すると、ProAtlas XDは地

点検索機能と図形オブジェクト処理が

強化されたものとなっています。

ProAtlas XDを使って開発したプログ
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ラムは、再配布時ライセンスが不要で

す。ただし、開発したプログラムで使

用する地図データについては、別途ラ

イセンスが必要です。

ProAtlas XDの
構成モジュール

ProAtlas XDは次の3つのActiveXコ

ンポーネントから構成されています。

■地図描画（GeoDrive）

コントロール

地図を描画表示するコントロールで

す。マウスホイールやキーボードによ

る階層切り替えやオートスクロールの

他、マウスドラッグスクロールの可否、

シフトキー併用動作など、詳細な地図

オペレーションの指定が可能となって

います。

地図の表示機能では、明度／彩度／

表示倍率の調整、スクロールバーの表

示／非表示、拡大図枠の表示／非表示、

レイヤーの自動切り換えなどが可能で

す。地図上には、テキスト、アイコン、

円、矩形、線、ポリゴンといった図形

オブジェクトの描画が可能です。描画

したオブジェクトは、マウスイベント

をもち、IDで区別することができます。

描画オブジェクトは、MPSファイルと

して保存／読み込みが可能です。

その他、2点間の距離や角度、連続

線の総距離の測定、Tokyo測地系と

JGD2000測地系の間で相互変換といっ

た機能をもちます。

■住所検索（GeoCoder）

オブジェクト

住所表記から地点情報を取得するた

めのコンポーネントです。所在地を表

わす文字列を解析して、地点データ

（緯度／経度）を検索する機能や、付属

データから目的の地点を順次検索する

リスト検索が可能となっています。

検索は「都道府県」「市区町村」「町

大字」「丁目字」「街区」そして「番地

号」の6段階のレベルをもちます。第6

レベルの番地号までヒットするピンポ

イント検索が可能というのが、この製

品の大きな特徴となっています。

アルプス社のWebサイトでは、Geo

Coderの形態がActiveXコントロールと

なっていますが、評価したものはタイ

プライブラリで供給されるCOMコンポ

ーネント形式となっていました。

■住所文字列検索（Sokodoko）

コントロール

「そこどこ？」という名のとおり、地

点データから住所表記を検索するため

のActiveXコントロールで、GeoCoder

とは逆の機能を提供します。

以上、3つのコンポーネントの関係は、

図1のとおりです。

この他、パッケージには、各コンポ

ーネントのリファレンス、東京駅～上

野周辺のサンプルデータ、そしてサン

プルプログラムが付属しています。

ProAtlas XDを
使ってみる

ProAtlasの機能を試すために、Visual

Basic 6.0でサンプルアプリケーション

をいくつか作ってみましょう。使用感

を交えながらコードを書いてゆきます。

■コンポーネントの準備

GeoDriveとSokodokoはActiveXコ

ントロールなので、ツールボックスに

コンポーネントを追加した上でフォー

ムに貼り付けます。ただしSokodokoは、

フォームに貼り付けても何も表示され

NEWPRODUCTS
表1：主な特徴

注2）アルプス社の提唱する「マップサーバー技術」を利用するための仕様。MPSで記述されたスクリプトファイ
ルにより、ネット上で位置情報をもつオブジェクトデータの交換や、マップサーバーのもつ機能を呼び出すことが
できる。

地図データ 全地域の2万5千分の1階層地図、市街地図では5千分の1都心図が利用可能

最大13段階の縮尺を用意

検索 住所からピンポイントでのデータプロット／地図表示が可能

都道府県から番地号までの階層的リスト検索が可能

緯度経度から住所文字列の検索が可能

その他 MPS（マップサーバースクリプト）［注2］に関する豊富な機能を実装
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図1：コンポーネントの関係




